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解析方法：現存植生図における植生自然度６～９の森林地域（植

林地・自然林・二次林）を対象として、森林の連続性を評価した。 
現存植生図（ポリゴンデータ）を、最大面積法（グリッド内で

森林が最大面積を占める場合にそのセルの値を森林とみなす）に

よって 100m グリッドの森林地域の分布データに変換し、フォーカ
ル解析によって、それぞれのセルの周囲 100×100 セル（計 10,000
セル、10×10km で、２次メッシュとほぼ同サイズ）における森林
率（森林のグリッド数／陸域のグリッド数）×100 として算出。 

資料２－２－３ 

出典：自然環境保全基礎調査 第５回植生調査 
現存植生図（平成 5～10 年、環境省） 

■奄美・琉球の森林の連続性（植林地を含めた場合） 
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解析方法：現存植生図における植生自然度６～９の森林地域（自
然林・二次林）を対象として、森林の連続性を評価した。 
現存植生図（ポリゴンデータ）を、最大面積法（グリッド内で

森林が最大面積を占める場合にそのセルの値を森林とみなす）に
よって 100m グリッドの森林地域の分布データに変換し、フォーカ
ル解析によって、それぞれのセルの周囲 100×100 セル（計 10,000

セル、10×10km で、２次メッシュとほぼ同サイズ）における森林
率（森林のグリッド数／陸域のグリッド数）×100 として算出。 

出典：自然環境保全基礎調査 第５回植生調査 
現存植生図（平成 5～10 年、環境省） 

■奄美・琉球の森林の連続性（植林地を除いた場合） 
■奄美・琉球の森林の連続性（植林地を除いた場合） 


